
 

 

 

 

 

 

令和 4年度 

本学卒業生に関する評価アンケート結果 

(令和 4年 8～9月実施) 

 

 

 

 

 
【対象研修病院】：34施設 

【評価対象研修医】：67名 

 

【回答数】：27施設（回答率：79.4％） 

       ：58名分（回答率：86.6％） 

※昨年度：37施設 75名中、30施設（81.1％）61名（81.3％） 

 
【まとめ】 

 
1. 本学卒業生が優れている点では、上級医との意思疎通が適切にできる、次いで職種を

問わず、医療従事者とのコミュニケーションがとれる、の回答が多かった。一方、地

域医療の重要性を認識し病診・病病連携に協力できる点で劣る研修医が存在した。 

2. 医学部の学生（特に本学の学生教育）について不足している点は、積極性、社会人と

しての常識、探求心等という指摘があった。 

3. 自由記載では、自己研鑽の積極的姿勢が欠如しているなどの指摘があったが、一方で

日々研修に真面目に、熱心に取り組んでいるというお褒めの言葉も多くみられた。 

 

 

 

 

 



研修病院へのアンケート集計結果
(令和2（2020）年度卒業生対象）

令和4（2022）年度実施
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上級医との意思疎通が適切にできる。

職種を問わず、医療従事者との

コミュニケーションがとれる。

約束や時間を守り、仕事に責任感がある。

患者や家族に適切な態度で応対し、

丁寧な言葉を使用する。

医科学や医療知識を期待通りに備えている。

身体診察等の医療技術を十分に備えている。

地域医療の重要性を認識し、

病診・病病連携に協力できる。

現場で生じた課題に対し、

解決のために積極的に努力する。
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研修の達成度

十分できる ある程度できる あまりできない 全くできない
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